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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形状の４個のドットからなる単位画素を有するカラー画像表示装置であって、
　前記単位画素の構成要素であって第１の色を表示する第１ドットと、
　前記単位画素の構成要素であって第２の色を表示する第２ドットと、
　前記単位画素の構成要素であって第３の色を表示する第３ドットと、
　前記単位画素の構成要素であって第４の色を表示する第４ドットとを有し、
　前記単位画素をなす４個のドットは、田の字に配列され、
　前記第２ドットと前記第４ドットは、互いに相関のある色を表示するとともに、前記単
位画素がなす前記田の字における対角に配置され、
　前記第２ドットは、前記第４ドットの近傍に配置される角とその対角の角を切り欠いた
切り欠き部を有する形状であり、
　前記第４ドットは、前記第２ドットの近傍に配置される角に隣り合う２つの角を切り欠
いた切り欠き部を有する形状であることを特徴とするカラー画像表示装置。
【請求項２】
　前記第１の色は、赤色であり、
　前記第２の色は、緑色であり、
　前記第３の色は、青色であり、
　前記第４の色は、緑色であることを特徴とする請求項１に記載のカラー画像表示装置。
【請求項３】
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　前記第１の色は、赤色であり、
　前記第２の色は、緑色とシアン色のいずれか一方の色であり、
　前記第３の色は、青色であり、
　前記第４の色は、緑色とシアン色の他方の色であることを特徴とする請求項１に記載の
カラー画像表示装置。
【請求項４】
　前記第２ドットにおいて、前記田の字における中央近傍に配置されている前記切り欠き
部は、該田の字における外縁近傍に配置されている前記切り欠き部と比べて、小さい形状
の切り欠きであることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載のカラー画像表
示装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載のカラー画像表示装置を有してなることを特徴と
する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像表示装置および電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　カラー画像を表現するカラー画像表示装置としては、赤（Ｒ：Red），緑（Ｇ：Green）
，青（Ｂ：Blue）の三原色を合成してさまざまな色を作り出すものがある。また、従来に
おいては、ＲＧＢに無彩色（白色）を加えた４色によってカラー画像を表示するものがあ
る（例えば、特許文献１参照）。また、従来においては、画素（単位画素）の構成要素と
なるドットの平面形状が、矩形状における１つの対角線上の２つの角部を切り欠いた形状
となっているカラー液晶表示装置がある（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００２－６３０３号公報
【特許文献２】特開平１０－７８５９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されている表示装置では、それぞれ表示色の異な
る４つのドットで単位画素を構成しているが、画面の縦方向に隣り合う単位画素同士にお
いて各色のドットの配置が画面の横方向に入れ替わっている。そこで、特許文献１記載の
表示装置は、例えばＲＧＢ３原色のうちの１色で画面縦方向に直線を表示しようとすると
、その輪郭が凸凹してしまう。したがって、特許文献１記載の表示装置は、表示画像の見
栄えを阻害する要因があるという問題点がある。
【０００４】
　また、上記特許文献２記載の表示装置では、画面の右上から左下に向かう対角線上に同
一色のドット（画素）が配置され、その対角線上に各ドットの切り欠き部が配置されてい
る。そこで、特許文献２記載の表示装置は、同一色のドット配置を見ると方向性が等方的
ではなく、画像表示の際に上記ドット配置に応じた斜め方向にスジ（縞）が認識されるこ
とがある。すなわち、全ての色のドットについて、画面の右上から左下に向かう方向性が
あり、この方向が切り欠き部の存在によっても打ち消されない可能性がある。したがって
、特許文献２記載の表示装置でも、表示画像の見栄えを阻害する可能性があるという問題
点がある。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、見栄えのよいカラー画像を表示できるカ
ラー画像表示装置および電子機器を提供することを目的とする。
　また、本発明は、色再現範囲が広く、且つ、画面の縦方向、横方向及び斜め方向に同一
色のドット（画素）が連なるように配置されることを回避でき、高品位なカラー画像を表
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示できるカラー画像表示装置および電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明のカラー画像表示装置は、矩形状の４個のドットか
らなる単位画素を有するカラー画像表示装置であって、前記単位画素の構成要素であって
第１の色を表示する第１ドットと、前記単位画素の構成要素であって第２の色を表示する
第２ドットと、前記単位画素の構成要素であって第３の色を表示する第３ドットと、前記
単位画素の構成要素であって第４の色を表示する第４ドットとを有し、前記単位画素をな
す４個のドットは、田の字に配列され、前記第２ドットと前記第４ドットは、互いに相関
のある色を表示するとともに、前記単位画素がなす前記田の字における対角に配置され、
前記第２ドットは、前記第４ドットの近傍に配置される角とその対角の角を切り欠いた切
り欠き部を有する形状であり、前記第４ドットは、前記第２ドットの近傍に配置される角
に隣り合う２つの角を切り欠いた切り欠き部を有する形状であることを特徴とする。
　上記目的を達成するために、本発明のカラー画像表示装置は、複数のドットからなる単
位画素を有するカラー画像表示装置であって、前記単位画素の構成要素であって第１の色
を表示する第１ドットと、前記単位画素の構成要素であって第２の色を表示する第２ドッ
トと、前記単位画素の構成要素であって第３の色を表示する第３ドットとを有し、前記第
１から第３ドットにおける一つのドットは、副第１ドット及び副第２ドットからなる２個
のドットからなり、前記副第１ドットと副第２ドットとは、前記単位画素がなす形状にお
ける対角に配置されていることを特徴とする。
　本発明によれば、３原色における２つの色それぞれについては１つのドットで表し、３
原色における他の１色については２つのドットで表して、単位画素とすることができる。
そこで、本発明は、２つのドットで表している色と他の色との混合比（例えば緑の光と青
の光との光量の比、又は及び、緑の光と赤の光との光量の比）の範囲を広げることができ
、より広い色表現をすることができる。したがって、本発明のカラー画像表示装置は、３
つのドットで３原色を表す場合よりも色空間を広げることができて、色再現性を高めるこ
とができる。さらに本発明によれば、同じ色の２個のドットが単位画素のなす形状（例え
ば矩形状）における対角に配置されているので、同じ色のドットが画面の縦方向及び横方
向に連続することを回避できる。そこで、本発明のカラー画像表示装置は、見栄えの良い
カラー画像を表示することができる。
【０００７】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記第１の色が赤色であり、前記第２の色が緑
色であり、前記第３の色が青色であり、前記第２ドットは、前記副第１ドットと副第２ド
ットとからなり、前記副第１ドット及び副第２ドットは、ともに緑色を表示するものであ
ることが好ましい。
　本発明における単位画素は、３原色における赤及び青をそれぞれ１個のドットで表し、
緑を２個のドットで表す。そこで、本発明は、例えば、単位画素毎に、緑の光量と青の光
量との比、及び、緑の光量と赤の光量との比の可変範囲を広げることができ、より広い色
表現をすることができる。したがって、本発明のカラー画像表示装置は、３つのドットで
３原色を表す場合よりも色空間を広げることができて、色再現性を高めることができ、見
栄えの良い画像を表示することができる。
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明のカラー画像表示装置は、複数のドットからなる単
位画素を有するカラー画像表示装置であって、前記単位画素の構成要素であって第１の色
を表示する第１ドットと、前記単位画素の構成要素であって第２の色を表示する第２ドッ
トと、前記単位画素の構成要素であって第３の色を表示する第３ドットと、前記単位画素
の構成要素であって第４の色を表示する第４ドットとを有し、前記第２ドットは、副第１
ドットをなし、前記第４ドットは、前記副第１ドットの表示色と相関のある別の色を表示
する副第２ドットをなし、前記第２ドットと第４ドットとは、前記単位画素がなす形状に
おける対角に配置されていることを特徴とする。
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　前記第４の色は、シアン系の色であることとすることができる。
　本発明における第４ドット（副第２ドットＧ２）は、第２ドット（副第１ドットＧ１）
の表示色に対して相関のある別の色としている。これは、一般に、光の波長特性を分光感
度曲線として表した場合に、第４ドットの表示色のピーク波長が第２ドットの表示色のピ
ーク波長に近いということである。すなわち、第４ドットのピーク波長は、第１ドット又
は第３ドットのピーク波長よりも、第２ドットのピーク波長に近いことが好ましい。そし
て、シアン系の色とは、例えばピーク波長が４９０ｎｍ～５２０ｎｍの光とすることがで
きる。
　本発明によれば、４色のドットで単位画素を構成するので、３色（例えばＲＧＢ）のド
ットで単位画素を構成する場合よりも、色空間を広げることができる。そこで、本発明の
カラー画像表示装置は、色再現性を高めることができる。さらに本発明によれば、相関の
ある別の色（例えば緑とシアン）の２個のドットが単位画素のなす形状（例えば矩形状）
における対角に配置されているので、画面の縦方向及び横方向に、同じように認識される
色のドットが連続することを回避できる。また、本発明のカラー画像表示装置は、画面の
斜め方向についても、同じ色のドットが連続しない。したがって、本発明のカラー画像表
示装置は、画面の縦方向及び横方向に縞模様が生じることを回避でき、見栄えの良い画像
を表示することができる。
【０００９】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記第１の色が赤色であり、前記第２の色が緑
色であり、前記第３の色が青色であり、前記第４の色がシアン色であることが好ましい。
　本発明によれば、赤、緑、青、シアンを４原色として各種の色を表現でき、３原色の表
示装置よりも、表現可能な色空間を広げることができる。したがって、本発明のカラー画
像表示装置は、色再現性の高い画像表示をすることができる。
【００１０】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記単位画素が４個のドットで構成されており
、前記単位画素をなす４個のドットは、１つの点を囲むように配置され、田の字をなして
いることが好ましい。前記単位画素をなす４個のドットのそれぞれは、矩形状であり、相
互に同一又はほぼ同一の形状であることが好ましい。
　本発明によれば、田の字のように配置された４個のドットで単位画素を構成しているの
で、各単位画素を簡便にかつ精密に規則的に配置でき、開口率を簡便に向上させることが
できる。さらに本発明によれば、同じ色の２個のドットが単位画素のなす矩形状における
対角に配置されているので、同じ色のドットが画面の縦方向及び横方向に連続することを
回避できる。そこで、本発明のカラー画像表示装置は、より見栄えの良い画像を表示する
ことができる。
【００１１】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記副第１ドット及び副第２ドットが、矩形状
について少なくとも１つの角を切り欠いた切り欠き部を有する形状であり、前記副第１ド
ットと副第２ドットとの間の近傍に、前記切り欠き部が存在するように、配置されている
ことが好ましい。
　本発明によれば、単位画素がなす矩形状の対角線上に隣り合うように配置された副第１
ドットと副第２ドットとの間に、前記切り欠き部が存在する。そこで、本発明は、同じ色
（又は似ている色）のドットが画面の斜め方向に連続することを、切り欠き部によって回
避することができる。そこで、本発明のカラー画像表示装置は、斜め方向、縦方向及び横
方向に、縞が生じることを回避でき、より見栄えの良い画像を表示することができる。
【００１２】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記副第１ドットにおける切り欠き部の位置と
、前記副第２ドットにおける切り欠き部の位置とが、異なることが好ましい。
　本発明によれば、例えば、画面における左上から右下への斜め方向について、同じ色（
又は相関のある別の色）のドットが近接することを、副第１ドットの切り欠き部によって
回避でき、画面における右上から左下への斜め方向について、同じ色（又は相関のある別
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の色）のドットが近接することを、副第２ドットの切り欠き部によって回避できる。した
がって、本発明は、画面における左上から右下への斜め方向、及び、右上から左下への斜
め方向の両方について、同じ色（又は相関のある別の色）のドットが連続することによる
画質阻害を、切り欠き部によって回避することができる。そこで、本発明のカラー画像表
示装置は、斜め方向、縦方向及び横方向に、縞が生じることを、より高度に回避でき、よ
り見栄えの良い画像を表示することができる。
【００１３】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、前記副第１ドットの切り欠き部及び副第２ドッ
トの切り欠き部が、前記田の字における中央近傍には配置されていないことが好ましい。
また、本発明のカラー画像表示装置は、前記副第１ドット及び副第２ドットにおいて、前
記田の字における中央近傍に配置されている前記切り欠き部が、該田の字における外縁近
傍に配置されている前記切り欠き部と比べて、小さい形状の切り欠きであることとしても
よい。
　本発明によれば、田の字に配置された４個のドットからなる単位画素の中央近傍には切
り欠き部が配置されていないので、その４個のドットの視覚的な結合性を高めることがで
き、ある単位画素と隣りの単位画素との視覚的な結合性を低減することができる。ここで
視覚的な結合性とは、あるドットと隣りのドット（又はある単位画素と隣りの単位画素）
とがまとまって１つに見えるか、あるいは１つづつ別個に見えるかの度合いである。そし
て、別個に見える度合いが高いほど視覚的な結合性が低いとする。そこで、本発明は、単
位画素毎の視覚的な結合性を高めて、隣り合う単位画素同士の視覚的な結合性を低減でき
るので、見栄えの良いカラー画像を表示することができる。
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の電子機器は、前記カラー画像表示装置を有してな
ることを特徴とする。
　本発明によれば、見栄えの良いカラー画像を表示できる電子機器を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態に係るカラー画像表示装置について図面を参照して説明する。
（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態に係るカラー画像表示装置におけるドット（画素）形状
及びドット配列を示す平面図である。本実施形態のカラー画像表示装置１０１は、４個の
ドットからなる単位画素１０が縦横に碁盤の目のように配置されている。単位画素１０は
、１個の第１ドット１１と、２個の第２ドット（１２ａ，１２ｂ）と、１個の第３ドット
１３とからなる４つのドットが一まとまりの表示単位として構成されたものである。ここ
で、第２ドット（１２ａ，１２ｂ）は、単位画素１０がなす矩形における右上の角に配置
された副第１ドット１２ａと、その矩形における左下の角に配置された副第２ドット１２
ｂとで構成されている。換言すれば、副第１ドット１２ａと副第２ドット１２ｂとは、単
位画素１０がなす矩形における対角に配置されている。
【００１６】
　例えば、第１ドット１１は、第１の色である赤（Ｒ）を表示する画素とする。第２ドッ
ト（１２ａ，１２ｂ）は、第２の色である緑（Ｇ）を表示する画素とする。すなわち副第
１ドット１２ａと副第２ドット１２ｂとは、ともに緑を表示する画素とする。第３ドット
１３は、第３の色である青（Ｂ）を表示する画素とする。第１から第３ドット１１，１２
ａ，１２ｂ，１３の表示色は、上記の色にすることが好ましいが、この色に限定されるも
のではない。
【００１７】
　また、単位画素１０を構成する第１から第３ドット１１，１２ａ，１２ｂ，１３は、そ
れぞれ矩形状となっており、相互にほぼ同一形状となっている。この矩形状は、正方形で
あることが好ましいが、長方形であってもよい。そして、単位画素１０を構成する４個の
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ドット（第１から第３ドット１１，１２ａ，１２ｂ，１３）は、それぞれ１つの点を囲む
ように配置され、田の字をなしている。
【００１８】
　これらにより、本実施形態のカラー画像表示装置１０１によれば、単位画素１０におい
て、ＲＧＢの３原色におけるＲ及びＢについては１個のドットで表示し、Ｇについては２
個のドットで表示することができる。ここで、単位画素１０をなす４個のドット（第１か
ら第３ドット１１，１２ａ，１２ｂ，１３）のそれぞれについて、光量（又は輝度）を可
変できる段階（輝度分解能）が同一であるとする。すると、２個のドットで表示できるＧ
の輝度の可変範囲は、１個のドットで表示されるＲ又はＢの輝度の可変範囲の２倍となる
。そこで、本実施形態のカラー画像表示装置１０１によれば、３個のドットでＲＧＢの３
原色を表示する装置と比べて、単位画素１０毎に、ＧとＢとの混合比、及びＧとＲとの混
合比の可変範囲を広げることができ、より広い色表現をすることができる。
【００１９】
　さらに、本実施形態のカラー画像表示装置１０１によれば、ともに緑色の副第１ドット
１２ａと副第２ドット１２ｂとが単位画素１０の対角に配置されている。したがって、本
カラー画像表示装置１０１は、同じ色のドットが画面の縦方向及び横方向に連続すること
を回避できる。そこで、本カラー画像表示装置１０１は、見栄えの良いカラー画像を表示
することができる。また、カラー画像表示装置１０１では、ともに緑色の副第１ドット１
２ａ及び副第２ドット１２ｂが画面の斜め方向に連続するように配置される。しかし、副
第１ドット１２ａ及び副第２ドット１２ｂのみの輝度を制御することにより、画面の斜め
方向に縞模様が生じることを簡便に回避することが可能である。これらにより、本実施形
態のカラー画像表示装置１０１は、簡便な構成としながら、さらに見栄えの良いカラー画
像を表示することができる。
【００２０】
（第２実施形態）
　図２は、本発明の第２実施形態に係るカラー画像表示装置におけるドット形状及びドッ
ト配列を示す平面図である。本実施形態のカラー画像表示装置１０２は、第１実施形態の
カラー画像表示装置１０１と同様に、４個のドットから単位画素２０が縦横に碁盤の目の
ように配置されている。ただし、単位画素２０は、第１実施形態の単位画素１０とは異な
り、構成要素の４つのドットがそれぞれ異なる色を表示する。
【００２１】
　具体的には、１個の第１ドット（Ｒ）２１と、１個の第２ドット（Ｇ１）２２と、１個
の第３ドット（Ｂ）２３と、１個の第４ドット（Ｇ２）２４とからなる４つのドットが一
まとまりの表示単位として構成されたものが、単位画素２０である。
【００２２】
　例えば、第１ドット２１は、第１の色である赤（Ｒ）を表示する画素とする。第２ドッ
ト２２は、第２の色である緑（Ｇ）を表示する画素とする。第３ドット２３は、第３の色
である青（Ｂ）を表示する画素とする。第４ドット２４は、第４の色であるシアン（Ｃ）
を表示する画素とする。第１から第４ドット２１，２２，２３，２４の表示色は、上記の
色にすることが好ましいが、この色に限定されるものではない。
【００２３】
　さらに具体的には、例えば、光の波長特性を分光感度曲線として表したときに、第１ド
ット（赤）２１のピーク波長を６４０ｎｍ、第２ドット（緑）２２のピーク波長を５５０
ｎｍ、第３ドット（青）２３のピーク波長を４７０ｎｍ、第４ドット（シアン）のピーク
波長を５００ｎｍとしてもよい。すると、第２ドット２２と第４ドット２４とのピーク波
長の間隔は、５０ｎｍとなる。一方、第２ドットと第１ドットとのピーク波長の間隔であ
る９０ｎｍとなり、第２ドットと第３ドットとのピーク波長の間隔である８０ｎｍとなる
。このように、第２ドット２２（副第１ドットＧ１）と第４ドット２４（副第２ドットＧ
２）とは、ピーク波長が近く、互いに相関のある別の色を表示する。また、第２ドット２
２と第４ドット２４とは、単位画素２０がなす矩形状における対角に配置されており、本
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発明の副第１ドットＧ１と副第２ドットＧ２に該当する。
【００２４】
　また、単位画素２０を構成する第１から第４ドット２１，２２，２３，２４は、それぞ
れ矩形状となっており、相互にほぼ同一形状となっている。この矩形状は、例えば正方形
であることが好ましいが、長方形であってもよい。そして、単位画素２０を構成する４個
のドット（第１から第４ドット２１，２２，２３，２４）は、それぞれ１つの点を囲むよ
うに配置され、田の字をなしている。
【００２５】
　これらにより、本実施形態のカラー画像表示装置１０２によれば、ＲＧＢＣの４色のド
ットで単位画素２０を構成するので、３色のドットで単位画素を構成する場合よりも、色
空間を広げることができる。そこで、本実施形態によれば、色再現範囲を広げることがで
き、第１実施形態よりもさらに高画質なカラー画像表示装置を提供することができる。
【００２６】
　さらに本実施形態のカラー画像表示装置１０２によれば、単位画素２０における対角に
配置された第２ドット２２と第４ドット２４とが相関のある色であって異なる色を表示す
るので、画面の縦方向及び横方向について同じように認識される色のドットが連続しない
。したがって、カラー画像表示装置１０２は、画面の縦方向及び横方向に縞模様が生じる
ことを高度に回避できる。さらに、カラー画像表示装置１０２は、斜め方向についても、
同じ色のドットが連続しなので、画面の斜め方向についても、縞模様が生じることを低減
でき、色再現範囲が広く見栄えの良い画像を表示することができる。
【００２７】
（第３実施形態）
　図３は、本発明の第３実施形態に係るカラー画像表示装置におけるドット形状及びドッ
ト配列を示す平面図である。本実施形態と第１実施形態との相違点は、本実施形態の単位
画素３０を構成する４個のドットにおける副第１ドット３２ａと副第２ドット３２ｂがそ
れぞれ切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ，Ｋ２ｂを有した形状となっている点である。
その他の構成については、図３に示す本実施形態のカラー画像表示装置１０３は図１に示
す第１実施形態のカラー画像表示装置１０１と同一である。換言すれば、本実施形態のカ
ラー画像表示装置１０３は、第１実施形態のカラー画像表示装置１０１における副第１ド
ット１２ａ及び副第２ドット１２ｂの形状について、切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ
，Ｋ２ｂを設けたものである。
【００２８】
　次に、より具体的に本実施形態について説明する。本実施形態のカラー画像表示装置１
０３は、４個のドットからなる単位画素３０が縦横に碁盤の目のように配置されている。
単位画素３０は、１個の第１ドット３１と、２個の第２ドット（３２ａ，３２ｂ）と、１
個の第３ドット３３とからなる４つのドットが一まとまりの表示単位として構成されたも
のである。ここで、第２ドット（３２ａ，３２ｂ）は、単位画素３０がなす矩形における
右上の角に配置された副第１ドット３２ａと、その矩形における左下の角に配置された副
第２ドット３２ｂとで構成されている。換言すれば、副第１ドット３２ａと副第２ドット
３２ｂとは、単位画素３０がなす矩形における対角に配置されている。
【００２９】
　例えば、第１ドット３１は、第１の色である赤（Ｒ）を表示する画素とする。第２ドッ
ト（３２ａ，３２ｂ）は、第２の色である緑（Ｇ）を表示する画素とする。すなわち副第
１ドット３２ａと副第２ドット３２ｂとは、ともに緑を表示する画素とする。第３ドット
３３は、第３の色である青（Ｂ）を表示する画素とする。第１から第３ドット３１，３２
ａ，３２ｂ，３３の表示色は、上記の色にすることが好ましいが、この色に限定されるも
のではない。
【００３０】
　次に、本実施形態の特徴である各ドットの形状について説明する。第１ドット３１及び
第３ドット３３は、それぞれ矩形状となっており、相互にほぼ同一形状となっている。こ
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の矩形状は、正方形であることが好ましいが、長方形であってもよい。
【００３１】
　副第１ドット３２ａは、矩形状について、左上の角と右下の角（対角の角）を切り欠い
た形状となっている。すなわち、副第１ドット３２ａは、矩形状についての左上部位に切
り欠き部Ｋ１ａを有し、その対角である右下部位に切り欠き部Ｋ１ｂを有している。副第
２ドット３２ｂは、矩形状について、右上の角と左下の角（対角の角）を切り欠いた形状
となっている。すなわち、副第２ドット３２ｂは、矩形状についての右上部位に切り欠き
部Ｋ２ａを有し、その対角である左下部位に切り欠き部Ｋ２ｂを有している。
【００３２】
　このように、副第１ドット３２ａの切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂと、副第２ドット３２ｂ
の切り欠き部Ｋ２ａ，Ｋ２ｂとは、そのドット形状の中心を通る水平線を基準として、対
象となる位置（逆の位置）に配置されている。そして、同一色の副第１ドット３２ａと副
第２ドット３２ｂとの間に、切り欠き部Ｋ２ｂ（又は切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ
）が存在する配置となっている。また、単位画素３０を構成する４個のドット（第１から
第３ドット３１，３２ａ，３２ｂ，３３）は、それぞれ１つの点を囲むように配置され、
田の字をなしている。
【００３３】
　これらにより、本実施形態のカラー画像表示装置１０３によれば、単位画素３０がなす
矩形状の対角線上に隣り合うように配置された副第１ドット３２ａと副第２ドット３２ｂ
との間に、１つの切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａが配置されている。そこで
本実施形態のカラー画像表示装置１０３は、同じ色のドット（副第１ドット３２ａと副第
２ドット３２ｂ）が画面の左上から右下方向に連続することを、切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１
ｂで防ぐことができ、また同じ色のドットが画面の右上から左下方向に連続することを、
切り欠き部Ｋ２ａ，Ｋ２ｂによって防ぐことができる。そこで、本実施形態のカラー画像
表示装置１０３は、斜め方向、縦方向及び横方向に、縞が生じることを回避でき、より見
栄えの良い画像を表示することができる。
【００３４】
　図４は、本発明の第３実施形態における他の例を示す平面図である。本例に係るカラー
画像表示装置１０４は、図３に示す副第１ドット３２ａ及び副第２ドット３２ｂの形状を
図２に示す第２実施形態のカラー画像表示装置１０４の副第１ドットＧ１（第２ドット２
２）及び副第２ドットＧ２（第４ドット２４）に適用したものである。
【００３５】
　すなわち、カラー画像表示装置１０４における単位画素４０は、図３における単位画素
３０に対応する。単位画素４０は、例えば赤（Ｒ）を表示する第１ドット４１、緑（Ｇ，
Ｇ１）を表示する第２ドット４２、青（Ｂ）を表示する第３ドット４３及びシアン（Ｃ，
Ｇ２）を表示する第４ドット４４で構成されている。ここで、第１ドット４１の形状は図
３の第１ドット３１と同じである。第２ドット４２の形状は、図３の副第１ドット３２ａ
と同じであり、切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂを有している。第３ドット４３の形状は、図３
の第３ドット３３と同じである。第４ドット４４の形状は、図３の副第２ドット３２ｂと
同じであり、切り欠き部Ｋ２ａ，Ｋ２ｂを有している。
【００３６】
　これらにより、本実施形態のカラー画像表示装置１０４によれば、単位画素４０がなす
矩形状の対角線上に隣り合うように配置されて互いに相関のある別の色を表示する第２ド
ット４２と第４ドット４４との間に、１つの切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ
が配置されている。そこで、本実施形態のカラー画像表示装置１０４は、分光感度曲線に
おいてピーク波長が比較的近い２つの色のドット（副第１ドットＧ１と副第２ドットＧ２
）が画面の左上から右下方向に連続することを、切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂで防ぐことが
でき、また上記ピーク波長が比較的近い２つの色のドットが画面の右上から左下方向に連
続することを、切り欠き部Ｋ２ａ，Ｋ２ｂによって防ぐことができる。そこで、本実施形
態のカラー画像表示装置１０４は、色再現範囲を広げることができ、且つ、斜め方向、縦
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方向及び横方向に縞が生じることを高度に回避でき、より見栄えの良い画像を表示するこ
とができる。
【００３７】
　図５は、本実施形態における切り欠き部の他の形状を示す平面図である。図５（ａ）に
示すドット５１及び図５（ｂ）に示すドット５２は、図３における副第２ドット３２ｂ又
は図４における第４ドット４４に対応するものである。すなわち、ドット５１，５２は、
副第２ドット３２ｂ及び第４ドット４４における切り欠き部の形状についての変形例であ
る。
【００３８】
　ドット５１は、切り欠き部の第１変形例である。そして、ドット５１は、矩形状におけ
る対角の角部に、切り欠き部Ｋ３ａ，Ｋ３ｂを有した形状となっている。この切り欠き部
Ｋ３ａ，Ｋ３ｂは、その輪郭が曲線で構成されている。この曲線は、ドット５１の中心か
ら外側に凸形状となっている。
【００３９】
　ドット５２は、切り欠き部の第２変形例である。そして、ドット５２は、矩形状におけ
る対角の角部に、切り欠き部Ｋ４ａ，Ｋ４ｂを有した形状となっている。切り欠き部Ｋ４
ａ，Ｋ４ｂはその輪郭が直線で構成されているが、切り欠き部Ｋ４ａの方が切り欠き部Ｋ
４ｂよりも大きく切り欠かれた形状となっている。ここで、切り欠き部Ｋ４ｂの方が切り
欠き部Ｋ４ａよりも大きく切り欠かれた形状としてもよい。
【００４０】
　なお、図５に示す切り欠き部の変形例は、ドット５１，５２において切り欠き部の位置
を変更することで、図３における副第１ドット３２ａ及び図４における第２ドット４２に
適用することもできる。また、従来においてもカラーフィルタなどの画素の形状を矩形状
でなく角部を切り欠いた形状にした発明が提案されているが、従来の技術はエッチングな
どのプロセスによる形状のばらつき等を防止するためのものである。そこで、従来の切り
欠いた形状は、特定の色のドットにおける角部を切り欠くなどした本実施形態の切り欠き
部と同一の作用・効果を奏するものではない。
【００４１】
　また、図３及び図４において、各ドット間の隙間がなすものであって画面の横方向に連
なる隙間のそれぞれには、例えば走査線を配置してもよい。この走査線は、各ドットごと
に設けられた駆動素子（例えばＴＦＴ：Thin Film Transistor）のうち同一行のＴＦＴの
ゲート電極に接続されているものとしてもよい。また、図３及び図４において、各ドット
間の隙間がなすものであって画面の縦方向に連なる隙間のそれぞれには、例えば信号線を
配置してもよい。この信号線は、各ドットごとに設けられたＴＦＴのうちで同一列のＴＦ
Ｔのソース（もしくはドレイン）が接続されているものとしてもよい。
【００４２】
　また、図３及び図４において、切り欠き部Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ，Ｋ２ｂの輪郭に対
向する部位（切り欠きを設けた角部の領域）には、各ドットを駆動するＴＦＴ、又は保持
容量の電極などを配置してもよい。これによって、切り欠きを設けた角部の領域を含む画
面の全ての領域を有効活用することができ、例えば画素電極の形状とカラーフィルタの画
素の形状とを近似させることもでき、全体としての開口率を高めることができる。
【００４３】
　なお、上記の場合、切り欠きを設けた角部の領域に設けられるＴＦＴや保持容量を構成
する電極は、当該切り欠き部に対応するドットの画素電極のためのＴＦＴや保持容量電極
に限定されず、当該ドットに隣接するドットの画素電極のためのＴＦＴや保持容量電極で
あってもよい。例えば、図４において、第２ドット４２の切り欠き部Ｋ１ａの領域に形成
されたＴＦＴ及び保持容量電極は、第１ドット４１を駆動するためのＴＦＴ及び保持容量
電極として、第２ドット４２の切り欠き部Ｋ１ｂの領域に形成されたＴＦＴ及び保持容量
電極は、第２ドット４２を駆動するためのＴＦＴ及び保持容量電極としてもよい。
【００４４】
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（第４実施形態）
　図６は、本発明の第４実施形態に係るカラー画像表示装置におけるドット形状及びドッ
ト配列を示す平面図である。図６（ａ）は、本実施形態の第１例に係るカラー画像表示装
置の単位画素６０を示している。本実施形態の単位画素６０と図３又は図４の単位画素３
０，４０との相違点は、単位画素６０を構成する４つのドット６１，６２，６３，６４が
なす田の字形状における中央近傍には切り欠き部が配置されていない点である。
【００４５】
　具体的には単位画素６０において、ドット６１は、図３における第１ドット３１及び図
４における第１ドット４１に対応するものであり、第１ドット３１及び第１ドット４１と
形状が同一である。ドット６２は、図３における副第１ドット３２ａ及び図４における第
２ドット４２に対応するものであり、副第１ドット３２ａ及び第２ドット４２と形状が同
一である。したがって、ドット６２は、対角に配置された２つの切り欠き部Ｋ５ａ，Ｋ５
ｂを有している。ドット６３は、図３における第３ドット３３及び図４における第３ドッ
ト４３に対応するものであり、第３ドット３３及び第３ドット４３と形状が同一である。
【００４６】
　ドット６４は、図３における副第２ドット３２ｂ及び図４における第４ドット４４に対
応するものであるが、副第２ドット３２ｂ及び第４ドット４４とは形状が異なる。すなわ
ち、副第２ドット３２ｂ及び第４ドット４４は２つの切り欠き部Ｋ２ａ，Ｋ２ｂを有する
が、本実施形態のドット６４は１つの切り欠き部Ｋ６のみを有する。換言すれば、本実施
形態の単位画素６０は、第３実施形態の単位画素３０，４０において切り欠き部Ｋ２ｂを
設けない構成となっている。また、第２ドット６２と第４ドット６４とは、表示色が同一
（例えば緑）でもよいし、表示色が相関ある異なる色（例えば緑とシアン）でもよい。
【００４７】
　これらにより、本実施形態によれば、田の字に配置された４個のドット６１，６２，６
３，６４からなる単位画素６０の中央近傍には切り欠き部が配置されていないので、その
４個のドットの視覚的な結合性を高めることができ、ある単位画素６０と隣りの単位画素
６０との視覚的な結合性を低減することができる。換言すれば、単位画素６０において１
つのまとまりとして表示したいときは各ドット６１，６２，６３，６４の視覚的な結合性
を高めることができ、ある単位画素６０と隣りの単位画素６０との視覚的な結合性は小さ
くすることができる。したがって本実施形態のカラー画像表示装置は、見栄えの良いカラ
ー画像を表示することができる。
【００４８】
　また、図６（ａ）では、ドット６４において切り欠き部Ｋ６の対角には全く切り欠き部
を設けない構成としたが、ドット６４において切り欠き部Ｋ６の対角に、切り欠き部Ｋ６
よりも小さい切り欠き部を設ける構成としてもよい。このような構成としても、単位画素
６０において１つのまとまりとして表示したいときは各ドット６１，６２，６３，６４の
視覚的な結合性を高めることができ、ある単位画素６０と隣りの単位画素６０との視覚的
な結合性は小さくすることができる。
【００４９】
　図６（ｂ）は、本実施形態の第２例に係るカラー画像表示装置の単位画素７０を示して
いる。本実施形態の単位画素７０と図３又は図４の単位画素３０，４０との相違点は、単
位画素７０を構成する４つのドット７１，７２，７３，７４のそれぞれが切り欠き部を有
している点である。
【００５０】
　具体的には単位画素７０において、ドット７１は、図３における第１ドット３１及び図
４における第１ドット４１に対応するものであるが、第１ドット３１及び第１ドット４１
とは形状が異なる。すなわち、第１ドット３１及び第１ドット４１は切り欠き部を持たな
いが、ドット７１は２つの切り欠き部Ｋ９ａ，Ｋ９ｂを有する。ドット７２は、図３にお
ける副第１ドット３２ａ及び図４における第２ドット４２に対応するものであり、副第１
ドット３２ａ及び第２ドット４２と形状が同一である。そしてドット７２は、２つの切り
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欠き部Ｋ７ａ，Ｋ７ｂを有する。ドット７３は、図３における第３ドット３３及び図４に
おける第３ドット４３に対応するものであるが、第３ドット３３及び第３ドット４３とは
形状が異なる。すなわち、第３ドット３３及び第３ドット４３は切り欠き部を持たないが
、ドット７３は２つの切り欠き部Ｋ１０ａ，Ｋ１０ｂを有する。ドット７４は、図３にお
ける副第２ドット３２ｂ及び図４における第４ドット４４に対応するものであり、副第２
ドット３２ｂ及び第４ドット４４と形状が同一である。そしてドット７４は、２つの切り
欠き部Ｋ８ａ，Ｋ８ｂを有する。
【００５１】
　さらに、ドット７１における２つの切り欠き部Ｋ９ａ，Ｋ９ｂは、ドット７１の対角線
上に配置されている。ただし、その切り欠き部Ｋ９ａ，Ｋ９ｂが配置されている対角線は
、ドット７３において切り欠き部Ｋ１０ａ，Ｋ１０ｂが配置されている対角線とは１８０
度異なる向きとなっている。また、第２ドット７２と第４ドット７４とは、表示色が同一
（例えば緑）でもよいし、表示色が相関ある異なる色（例えば緑とシアン）でもよい。
【００５２】
　これらのように、本実施形態では、単位画素７０において田の字に配置された４個のド
ット７１，７２，７３，７４がそれぞれ２つづつ切り欠き部を有する。ただし、単位画素
７０において対角に配置されたドット７１とドット７３、及びドット７２とドット７４と
を比較すると、各ドットにおいて切り欠き部が設けられた位置が異なる。すなわち、ドッ
ト７１，７４ではそのドットの右上の角部と左下の角部とに切り欠きが設けられているが
、ドット７２，７３ではそのドットの左上の角部と右下の角部とに切り欠きが設けられて
いる。換言すれば、図６（ｂ）に示すように、画面の横方向に連続するドット７１，７２
を見ると、切り欠き部が存在する（又はない）角部が連続するのは最大２つ（Ｋ９ｂ，Ｋ
７ａ）であり、画面の縦方向に連続するドット７１，７４（又はドット７２，７３）を見
ると、切り欠き部が存在する角部が連続せず、画面の斜め方向に連続するドット７１，７
３（又はドット７２，７４）を見ると、切り欠き部が存在する角部が連続しない。これら
により、本実施形態のカラー画像表示装置によれば、画面の縦、横及び斜め方向に縞が生
じることなどを回避でき、見栄えの良いカラー画像を表示することができる。
【００５３】
（本実施形態の効果について）
　図７は、従来のカラー画像表示装置におけるストライプ型のドット形状及びドット配列
を示す平面図である。図８は、従来のカラー画像表示装置におけるデルタ型のドット形状
及びドット配列を示す平面図である。ストライプ型では、同一色のドットが縦方向（又は
横方向）に連続している。デルタ型では、同一色のドットが斜め方向に連続している。そ
こで、ストライプ型及びデルタ型のカラー画像表示装置では、同一色のドットが並んでい
る方向に沿って縞模様が見えてしまうという不都合があった。
【００５４】
　上記第１から第４実施形態に係るカラー画像表示装置によれば、同一色のドットが連続
することを回避できるので、上記縞模様の出現を回避でき、見栄えの良いカラー画像を表
示することができる。また、第３及び第４実施形態に係るカラー画像表示装置によれば、
切り欠き部を不規則的に設けているので、例えば遮光部をなすブラックマトリックスの形
状を不規則にすることができ、縞模様などが見えてしまうことを、さらに高度に回避する
ことができる。
【００５５】
　（電子機器）
　次に上記実施形態のカラー画像表示装置を構成要素とする電子機器について説明する。
　図９（ａ）は、携帯電話の一例を示した斜視図である。図９（ａ）において、符号６０
０は携帯電話本体を示し、符号６０１は上記実施形態のカラー画像表示装置からなる表示
部を示している。図９（ｂ）は、ワープロ、パソコンなどの携帯型情報処理装置の一例を
示した斜視図である。図９（ｂ）において、符号７００は情報処理装置、符号７０１はキ
ーボードなどの入力部、符号７０２は上記実施形態のカラー画像表示装置からなる表示部
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、符号７０３は情報処理装置本体を示している。図９（ｃ）は、腕時計型電子機器の一例
を示した斜視図である。図９（ｃ）において、符号８００は時計本体を示し、符号８０１
は上記実施形態のカラー画像表示装置からなる表示部を示している。
【００５６】
　図９に示す電子機器は、上記実施形態のカラー画像表示装置を備えているので、色再現
範囲が広く、色の不要な連結を防ぐことができ、見栄えのよい高画質なカラー画像を表示
することができる。
【００５７】
　なお、本発明の技術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能であり、実施形態で挙げた具体的な
材料や層構成などはほんの一例に過ぎず、適宜変更が可能である。
【００５８】
　本発明に係るカラー画像表示装置は、液晶表示装置、有機ＥＬ表示装置、プラズマ表示
装置、プロジェクタなどに適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の第１実施形態に係るカラー画像表示装置の主要部の平面図である。
【図２】本発明の第２実施形態に係るカラー画像表示装置の主要部の平面図である。
【図３】本発明の第３実施形態に係るカラー画像表示装置の主要部の平面図である。
【図４】本発明の第３実施形態に係るカラー画像表示装置の他の例の平面図である。
【図５】同上の実施形態における切り欠き部の他の例を示す平面図である。
【図６】本発明の第４実施形態に係るカラー画像表示装置の主要部の平面図である。
【図７】ストライプ型のカラー画像表示装置を示す平面図である。
【図８】デルタ型のカラー画像表示装置を示す平面図である。
【図９】本発明の実施形態に係る電子機器を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１０，２０，３０，４０，６０，７０…単位画素、１１，２１，３１，４１…第１ドッ
ト、１２ａ，３２ａ…副第１ドット、１２ｂ，３２ｂ…副第２ドット、１３，２３，３３
，４３…第３ドット、２１，４２…第２ドット、２４，４４…第４ドット、５１，５２，
６１，６２，６３，６４，７１，７２，７３，７４…ドット、１０１，１０２，１０３，
１０４…カラー画像表示装置、Ｋ１ａ，Ｋ１ｂ，Ｋ２ａ，Ｋ２ｂ，Ｋ３ａ，Ｋ３ｂ，Ｋ４
ａ，Ｋ４ｂ，Ｋ５ａ，Ｋ５ｂ，Ｋ６，Ｋ７ａ，Ｋ７ｂ，Ｋ８ａ，Ｋ８ｂ，Ｋ９ａ，Ｋ９ｂ
，Ｋ１０ａ，Ｋ１０ｂ…切り欠き部
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